
7 月号
　６月25日に平生小学校で、元プロ野球選手の小

こばやし
林敦

あ つ み
美

さん（元阪急ブレーブス）を講師に迎え、野球教室が開催
されました。
　小林さんは、参加した５・６年生に、講話やボールの投
げ方など実技指導により、どんなことでも努力の積み重ね
が大切であることなどを伝えました。

講師はトップアスリート！

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生

■平生町次世代育成支援行動計画（Ｐ２～３）
■後期高齢者医療制度の減額認定証（Ｐ４）
■国民年金保険料の免除制度（Ｐ５）
■町長室の窓（Ｐ９）
■まちの話題（Ｐ10～11）
■情報伝言板（Ｐ16～17）

主な内容
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平
成
15
年
7
月
に
成
立
し
た

「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」

で
は
、
市
町
村
は
国
が
示
す
行
動

計
画
策
定
指
針
に
即
し
て
、
地
域

に
お
け
る
子
育
て
支
援
な
ど
の
次

世
代
育
成
支
援
対
策
の
実
施
に
関

す
る
計
画
（
市
町
村
行
動
計
画
）

を
策
定
す
る
も
の
と
し
て
お
り
、

平
生
町
で
は
近
隣
市
町
で
構
成
し

た
柳
井
地
域
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
協
議
会
に
お
い
て
、
平
成

17
年
2
月
に
「
柳
井
地
域
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
」（
前
期
計

画
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

本
計
画
は
、
平
生
町
に
お
け
る

こ
れ
ま
で
の
次
世
代
育
成
支
援
対

策
の
取
組
の
進
捗
状
況
や
課
題
を

整
理
し
、
平
成
22
年
4
月
か
ら
始

ま
る
新
た
な
行
動
計
画（
以
下「
後

期
計
画
」
と
い
う
。）
と
し
て
策

定
し
た
も
の
で
す
。

地域全体で取り組む子育て・親育て

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
と
は
、
今
後
の
少
子
化
対
策
・
子

育
て
支
援
に
関
す
る
施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
の
指
針

と
な
る
も
の
で
す
。

本
計
画
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
、
本
町
の

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
き
、「
地

域
全
体
で
取
り
組
む
子
育
て
・
親
育
て
」
の
実
現
を
目
指
し
て

進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
計
画
書
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
書
は
、
平

生
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
町
役
場
健
康
福
祉
課
、
各
公
民
館
、

図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

平生町では、次世代育成支援対策の実施に関する計画として、「平生町次世代育成支援行動計画」（後
期計画）を平成 22年３月に策定しましたので、その概要をお知らせします。

平
成
17
年
度

前期計画期間 後期計画期間

平
成
25
年
度

平
成
24
年
度

平
成
23
年
度

平
成
22
年
度

平
成
21
年
度

平
成
20
年
度

平
成
19
年
度

平
成
18
年
度

平
成
26
年
度

本
計
画
は
推
進
法
で
規
定
す
る

10
年
間
の
集
中
的
な
取
組
期
間
の

う
ち
、
平
成
22
年
度
か
ら
の
後
期

5
年
間
を
計
画
期
間
と
し
ま
す
。

本
計
画
は
、
前
期
計
画
の
理
念

を
継
承
し
、
子
ど
も
た
ち
を
社
会

全
体
で
支
え
て
い
く
こ
と
、ま
た
、

子
育
て
を
通
し
て
親
も
育
っ
て
い

く
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
「
地

域
全
体
で
取
り
組
む
子
育
て
・
親

育
て
」
を
基
本
理
念
と
し
、
計
画

を
推
進
し
ま
す
。

す
べ
て
の
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
の
実
現
に
向
け
て
、
健
康
相

談
や
家
庭
訪
問
の
充
実
を
図
り
、

妊
娠
期
か
ら
継
続
し
た
育
児
支
援

を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
社
会
全
体
で
子
育
て
家

庭
を
支
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子

育
て
家
庭
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

負
担
感
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

１　
計
画
の
趣
旨

２　
計
画
の
期
間

３　
基
本
理
念

４　
基
本
計
画

①
た
く
ま
し
く
心
豊
か
な
次

　

代
を
担
う
子
ど
も
づ
く
り

②
子
育
て
支
援
の
体
制
づ
く

　

り	

基
礎
学
力
の
定
着
と
個
性
を
伸

ば
す
学
校
教
育
と
と
も
に
、
中
・

高
校
生
等
に
対
し
て
、
心
身
の
健

全
な
成
長
を
支
援
す
る
思
春
期
保

健
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
健
全
な
成
長

を
地
域
全
体
で
見
守
る
活
動
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、
被
害
に
あ

っ
た
子
ど
も
の
保
護
や
子
ど
も
に

関
す
る
相
談
・
支
援
を
行
う
体
制

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

③
親
と
子
を
と
も
に
支
え
合

　

う
地
域
社
会
づ
く
り

家
庭
に
お
い
て
は
、
家
庭
教
育

に
関
す
る
学
習
機
会
や
情
報
提
供

を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に

お
い
て
は
、
現
在
の
子
ど
も
に
不

足
し
が
ち
な
自
然
体
験
や
生
活
体

験
な
ど
に
挑
戦
す
る
機
会
を
広
げ

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
し
な
が
ら
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
よ
り
一
層

推
進
し
ま
す
。

④
安
心
で
快
適
な
子
育
て
し

　

や
す
い
環
境
づ
く
り

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て

る
た
め
に
は
、
安
心
し
て
の
び
の

び
と
活
動
で
き
る
生
活
空
間
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
や

子
育
て
家
庭
に
配
慮
し
た
、
安
全

で
快
適
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

平生町次世代育成支援行動計画（後期計画）
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■問合せ先　町役場健康福祉課　こども班　☎（５６）７１１５

５　施策体系
基本目標 基本施策 取り組みの方向

①たくましく心豊か
な次代を担う子ど
もづくり

１ 次代の親の育成

①親になるための学習環境の整備
②安心して産み育てる環境の整備
③若者の就労意識の向上
④地域の次代を担う意識づくり

２ 子どもの成長に資する
 　教育環境の整備

①教育方法と教員の資質向上
②相談体制の充実
③地域に開かれた学校づくり
④幼児教育の振興

３ 子どもの居場所づくり
①子どもの遊び・活動の場の整備
②公園・緑地の整備

４ 支援の必要な子ども等
　 への対応

①虐待への対応
②ひとり親家庭への支援
③障害児施策の充実

②子育て支援の体制
づくり

１ 子どもや母親の健康の
　 確保

①安全で快適な妊娠・出産の支援と親になってからの健康
　づくり
②乳幼児における健やかな成長・発達支援
③食育の充実
④思春期保健対策の充実
⑤医療体制の充実

２ 子育て支援サービスの
　 充実

①多様な保育サービスの充実
②子育てに関わる経済的負担の軽減
③情報提供と相談体制の充実
④子育て支援のネットワークづくり

③親と子をともに支
え合う地域社会づ
くり

１ 家庭や地域の教育力の
　 向上 

①家庭教育の充実と親意識の高揚
②豊かな体験学習の充実
③異年齢・世代間交流の推進
④子どもを取り巻く有害環境対策の推進

２ 仕事と子育ての両立の
　 推進

①子育てへの男女共同参画の啓発
②ワーク・ライフ・バランス実現のための働き方の見直し

④安心で快適な子育
てしやすい環境づ
くり

１ 安心して外出できる環
　 境の整備

①安全な道路環境の整備
②公共施設のバリアフリー化の推進

２ 子どもの安全の確保
①交通安全の推進
②犯罪被害の予防・防止
③防災対策の推進
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　後期高齢者医療制度の被保険者で、住民税非課税世帯の人は、「限度額適用・標準負担額減額認定証」（以
下「認定証」といいます。）の交付を受けることができます。入院時にこの認定証を医療機関に提示するこ
とで、下表のとおり食事代や居住費が減額され、医療機関での窓口負担も一定額までとなります。

住民税非課税世帯の後期高齢者医療制度に加入のみなさんへ

区　分 自己負担限度額
（１カ月） 食事代（１食）

療養病床入院の場合※３

食事代（１食） 居住費（１日）
認定証なし 44,400 円 260 円 460 円※４ 320 円

認定証
あり

区分Ⅱ※１ 24,600 円
210 円
160 円 210 円 320 円

区分Ⅰ※２ 15,000 円 100 円
130 円
100 円

320 円
0 円

※１　区分Ⅱ：世帯の全員が住民税非課税である世帯に属する人。
※２　区分Ⅰ：世帯の全員が住民税非課税であり、各種収入から必要経費・控除を差し引いた所得が 0 円とな
　　る世帯に属する人（収入が年金のみの場合は、年金収入 80 万円以下の人）または老齢福祉年金受給者。
※３　入院医療の必要性が高い人（人工呼吸器・中心静脈栄養などを要する人、脊椎損傷（四肢麻痺が見られ
　　る状態）の人、難病の人など）、回復期リハビリテーション病棟に入院している人などは、通常の食事代と
　　同額になります（居住費はかかりません。）。
※４　入院時生活療養（Ⅱ）を算定する医療機関に入院の場合は 420 円となります。

　認定証の交付を受けるには申請が必要です。申請は随時受け付けておりますので、後期高齢者医療制度
の保険証をご持参のうえ、町役場町民課にて手続きを行ってください。
　なお、認定証は、申請を行った月の初日から有効となります。

■問合せ先　町役場町民課　保険年金班　☎（５６）７１１３　山口県後期高齢者医療広域連合　☎０８３（９２１）７１１１

②平成 22 年 8 月以降の認定区分が「区分Ⅰ」に該当となる人
　8 月上旬に新しい認定証を送付します。（今年度から申請は不要となりました。）認定証受領後は、医

　療機関へご提示ください。

○申請場所　　町役場町民課
○必要なもの　①後期高齢者医療制度の保険証
　　　　　　　②現在交付されている平成 21 年度の認定証（更新の人）
　　　　　　　③現在「区分Ⅱ」の認定証をお持ちの人で、その認定期間内の入院日数の合計が 91
　　　　　　　　日以上の場合、病院の領収書などの入院日数が確認できる書類（更新の人）

◇現在、認定証の交付を受けていない人へ

　7 月下旬に山口県後期高齢者医療広域連合から「申請のお知らせ」が送付されますので、必ず８月 31
日までに更新の手続きをしてください。9 月 1 日以降に申請をされますと、認定されない空白の月が生
じることになります。
　なお、現在「区分Ⅱ」の認定証をお持ちの人で、その認定証の有効期間内の入院日数の合計が 91 日
以上の場合は、申請することで食事代が更に減額されます。申請の際は病院の領収書や入院証明書など、
入院日数の分かる書類をご持参ください。

◇現在、認定証の交付を受けている人へ

①平成 22 年 8 月以降の認定区分が「区分Ⅱ」に該当となる人
　現在交付されている認定証の有効期限は、平成 22 年 7 月 31 日までとなっています。

「 限度額適用・標準負担額減額認定証 」に関するお知らせ

〔 〕入院日数
91日以上

〔 〕老齢福祉
年金受給者 〔 〕老齢福祉

年金受給者
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国民年金保険料の納付にお困りのみなさんへ
免 除 制 度 を ご 利 用 く だ さ い

「
新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
に
係
る

公
聴
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す

開催地 開催日 会場
福岡県 ８月 ２日㈪ アクロス福岡イベントホール
宮城県 ８月 ４日㈬ 太白区文化センター楽楽楽ホール
大阪府 ８月10日㈫ 大阪市中央公会堂大集会室
愛知県 10 月 １日㈮ ウィルあいちウィルホール　
広島県 10 月 ２日㈯ 中国新聞ビル中国新聞ホール
東京都 10 月 ５日㈫ 新宿文化センター大ホール

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止

後
の
新
た
な
制
度
の
検
討
に
あ
た

り
、
国
民
の
皆
様
の
幅
広
い
ご
意

見
を
い
た
だ
く
た
め
、
厚
生
労
働

省
の
主
催
に
よ
り
、
全
国
６
カ
所

で
公
聴
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
開
催
日
程
、
参
加
申
し
込
み
の

方
法
な
ど
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　国民年金には、経済的な理由などにより保険料を納めるのが困難な人のために、免除制度があります。　
保険料が未納のままだと老後の年金だけでなく、若いときでも支給される障害基礎年金などが受けられない
場合がありますので、ぜひご利用ください。
　免除制度には、申請して日本年金機構の承認（本人・配偶者・世帯主の前年の所得が一定以下の場合）を
受ければ保険料が免除・猶予となる「保険料免除制度」や「若年者納付猶予制度」があります。

○若年者納付猶予制度
　　30 歳未満の人で、本人・配偶者の前年の所得が一定額以下の場合、承認されれば保険料の納付が猶予さ
　れ後払いにできます。なお、この制度で納付を猶予された期間は、老齢基礎年金の受給資格期間に算入さ
　れますが、年金額には算入されません。

○保険料免除制度
　　保険料の全額が免除される全額免除と、保険料の一部を納
　付し、残りの保険料が免除される一部納付があります。
　　一部納付制度は、保険料の一部を納付することにより、残
　りの保険料が免除となる制度です。

保険料（月額）免除区分
全額免除
３／４免除
半額免除
１／４免除

免除適用時の月額保険料

0円
3,780円
7,550円
11,330円

●免除期間　７月から翌年６月まで　申請が遅れても７月までさかのぼって認められます。
●申請期間　随時（原則として毎年申請が必要ですが、全額免除、若年者納付猶予制度の承認を受けていた
　　　　　　人で、申請時に「継続審査」を希望すると、翌年からは本人の申請の必要はありません。）

●
プ
ロ
グ
ラ
ム　
・
新
た
な
高
齢

者
医
療
制
度
案
の
概
要
説
明
・
参

加
者
と
の
意
見
交
換

●
参
加
費　
無
料

●
参
加
申
込
方
法

　
町
役
場
に
あ
る
参
加
申
込
書
を

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
郵
送
す
る
か
、

次
の
事
項
を
記
載
し
た
は
が
き
、

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

・「
高
齢
者
医
療
制
度
公
聴
会
参

加
希
望
」
と
明
記
・
参
加
希
望
開

催
地
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
連

絡
先
（
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話

番
号
）・
職
業
、
年
齢
※
申
込
者

多
数
の
場
合
は
抽
選　
参
加
者
に

は
開
催
日
ま
で
に
入
場
券
を
郵
送

●
申
込
み
先　
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
３

（
３
５
９
５
）
３
５
０
６　
・
郵

送　

〒
１
０
０

－

８
９
１
６　

東

京
都
千
代
田
区
霞
が
関
１
丁
目
２

番
２
号　
厚
生
労
働
省
保
険
局
高

齢
者
医
療
課　
・
電
子
メ
ー
ル

kochokai@
m

hlw
.go.jp

●
申
込
期
限　
各
会
場
の
開
催
日

の
２
週
間
前
ま
で

■
問
合
せ
先　
厚
生
労
働
省
保
険

局
高
齢
者
医
療
課

☎
０
３
（
５
２
５
３
）
１
１
１
１

［
内
線
：
３
１
９
８
、３
１
９
２
］

◇退職（失業）を理由とした特例免除制度もあります
　　申請する年度または前年度において退職（失業）の事実がある場合に対象となります。この場合、退職（失
　業）したことを確認できる公的機関の証明（雇用保険受給者証、離職票など）の写しを添付してください。
　特例免除とは通常であれば審査の対象となる本人の所得を除外して審査を行い、保険料の納付が免除され
　るものです。（配偶者・世帯主に一定の所得があるときは保険料の免除が認められない場合があります。）

■問合せ先　町役場町民課　保険年金班　☎（５６）７１１３　徳山年金事務所　☎０８３４（３１）２１５２

●開催日程（時間はいずれも午後１時～３時 30 分）

《	お	知	ら	せ	》　国民健康保険の特定健診・後期高齢者医療の健康診査が、７月から、みつおかクリニック
【平生町佐賀 2289-1　☎（５８）５０１０】でも受診できるようになりました。
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　町では、小学校就学前の子どもと、18
歳（高校卒業）までの子どもを養育する
ひとり親家庭（父子・母子家庭）の父・
母および子どもを対象に、保険適用医療
費の自己負担分を助成しています。
  次の要件に該当し、現在受給者証の交
付を受けていない人は、申請手続きをし
てください。すでに受給者証をお持ちの
人は、有効期間が７月 31 日㈯で満了と
なりますので、更新手続きを行ってくだ
さい。
　なお、本町では、山口県が実施する一
部負担金の導入は行っていません。（従来
どおり、医療機関での保険適用医療費の
支払いはありません。）

◇対象となる人
○特別障害者手当

20 歳以上の人で、おおむね身体障害者手帳１・
２級程度の障害が重複している人、最重度の知的
障害のため特別な介護を必要とする人、もしくは
それと同程度の精神障害・疾病を有する人など。
○障害児福祉手当

20 歳未満の人で、おおむね身体障害者手帳１・
２級程度の障害がある人、最重度の知的障害のた
め特別な介護を必要とする人、もしくはそれと同
程度の精神障害・疾病を有する人など。

※ただし、施設に入所されている人や病院に入
院中の人は対象となりません。

◇手当額　特別障害者手当　月額 26,440 円
　　　　　障害児福祉手当　月額 14,380 円
◇所得制限　ご本人または配偶者・扶養義務者の
前年の所得が一定額以上の場合は支給されません。

父
が
そ
の
子
ど
も
を
監
護
し
、

か
つ
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

① 

父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子

ど
も

② 

母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③ 

母
が
一
定
程
度
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
子
ど
も

④ 

母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

子
ど
も

⑤ 

そ
の
他
（
母
が
１
年
以
上
遺

棄
し
て
い
る
子
ど
も
な
ど
）

た
だ
し
、
公
的
年
金
の
受
給

資
格
状
況
や
、
所
得
制
限
な
ど

在宅の人（入院などされている人を除く）で、
重度障害のために特別な介護を必要とされる人を
対象とした手当です。

なお、手当を受けるには受給資格の認定を受け
る必要があります。

○
児
童
扶
養
手
当
と
は

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま

た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
子
ど
も
が
育
成
さ
れ
る

家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
）
の
生

活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄

与
し
、
子
ど
も
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

な
お
、
子
ど
も
と
は
18
歳
の

年
度
末
ま
で
を
い
い
ま
す
。

○
父
子
家
庭
の
支
給
要
件
は

次
の
①
～
⑤
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
子
ど
も
に
つ
い
て
、

◇乳幼児用
　●対象者　小学校就学前の子ども
　●所得制限  父母の平成 22 年度町民税所得割額（税額控除

前）の合計が 136,700 円以下
◇ひとり親家庭用
　●対象者　①18歳（高校卒業）までの子どもを養育する父子・

母子家庭の父・母および該当する子ども　②父母のいない
18 歳（高校卒業）までの子ども

　●所得制限  平成 22 年度町民税所得割額非課税世帯
◇共通事項
　●申請期間　７月 20 日㈫～ 30 日㈮　新規申請は随時受付
　●申請場所　町役場健康福祉課　佐賀地区の人は佐賀出張所
　●持参物  印章、健康保険証、受給者証をお持ちの人は旧受

給者証（オレンジ色）※平成 22 年度町民税額を平生町で確
認できない場合は、税額を証明する書類が必要です。

■問合せ先　町役場健康福祉課　社会福祉班　☎（５６）７１１５

■問合せ先　
山口県柳井健康福祉センター　☎（２２）３７７７
町役場健康福祉課 社会福祉班　☎（５６）７１１５

福祉医療費受給者証（乳幼児用・ひとり親家庭用）
の交付（更新）申請について

平
成
22
年
８
月
１
日
か
ら
父
子
家
庭
の
み
な
さ
ん
に
も

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

ご存じですか？
特別障害者手当・障害児福祉手当

の
要
件
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
申
請
時
期　
７
月
12
日
㈪
～

　
11
月
30
日
㈫
ま
で
に
申
請
さ

れ
た
場
合
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。
※
支
給
要
件

に
該
当
し
た
日
が
、
７
月
31
日

ま
で
の
場
合
は
８
月
分
か
ら
、

８
月
１
日
以
降
の
場
合
は
そ
の

日
の
翌
月
分
か
ら

■
申
請
・
問
合
せ
先　
町
役
場

健
康
福
祉
課　
社
会
福
祉
班

　
☎（
５
６
）７
１
１
５

( )
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現在、町では「第四次平生町総合計画」を策定中です。「第四次平生町総合計画」とは、平成 23
年度から 10 年間の長期的展望に立って、平生町を将来どのようなまちにしていくか、そのために
何をどのように取り組んでいくかをまとめるものです。

このたび、この計画が、皆様と共有できる「まちづくりの指針」となるよう、地域の現状や、町
の将来像について、膝を交えて話し合う「まちづくり懇談会」を開催いたしますので、お気軽にご
参加ください。（居住地区外の会場にお越しいただいても構いません。また、事前の申込みは必要
ありません。）

●本年 10 月１日現在で、全国一斉に国勢調査が行われます。
●国勢調査は、統計法に基づき、我が国の人口の実態を把握し各種行政施策その他の基

礎資料を得ることを目的とするもので、日本に住んでいるすべての人および世帯が対
象になります。

●この調査は大正９年（1920 年）から５年ごとに行われており、平成 22 年国勢調査
は 19 回目にあたります。

●平成 22 年国勢調査は、我が国が本格的な人口減少社会となって実施する最初の国勢
調査で、日本の未来を考えるために欠くことのできない最新の人口・世帯の実態を明
らかにする重要な調査となります。

10月１日、国勢調査を実施します！

■問合せ先　国勢調査平生町実施本部（町役場総合政策課内）　☎（５６）７１２０

 国勢調査については，平成 22 年国勢調査広報サイト「国勢調査 e- ガイド」をご覧ください。
http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/index.htm

会　　　場 開　催　日 時　　　間

佐 賀 公 民 館 7月 26日㈪ 19：00～ 20：30

竪 ヶ 浜 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 7月 27日㈫ 19：00～ 20：30

佐 合 島 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 7月 29日㈭ 12：30～ 13：30

町 役 場 第 ３ 庁 舎 ３ 階 会 議 室 7月 29日㈭ 19：00～ 20：30

大 野 公 民 館 7月 30日㈮ 19：00～ 20：30

曽 根 公 民 館 8月 ２日㈪ 19：00～ 20：30

尾 国 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 8月 ３日㈫ 19：00～ 20：30

佐賀公民館田名分館（旧：田名児童館） 8月 ４日㈬ 19：00～ 20：30

宇 佐 木 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 8月 ５日㈭ 19：00～ 20：30

■問合せ先　町役場総合政策課　政策調整班　☎（５６）７１２０

わがまち平生の　未来を考える

 「まちづくり懇談会」を開催します



～ 深めよう　地域の絆と　防災意識 ～
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町では、災害に強いまちづくりを目
指して、山口県との共催により、総合
防災訓練を行います。訓練は、県内か
ら消防・自衛隊などの防災関係機関や
各種団体・企業などが参加し、毎年
1,500 人規模の大きなものとなりま
す。このたび、阿多田地区を主会場と
して実施する予定であり、防災関係の
展示コーナーも出展されます。

この機会に、防災訓練を見学され、
「防災」について考えてみませんか。

～ 深めよう　地域の絆と　防災意識 ～

県・市町離職者緊急対策資金

■問合せ先　「2010 年山口県総合防災訓練 in 平生」実行委員会事務局（町役場総務課内）
　　　　　　☎（５６）７１１１

　会社の倒産や事業不振などで離職を余儀なくされた人の
生活資金などを貸し付けています。

●貸付対象者　次のすべてに該当する人
　・県内に居住している
　・離職時の事業所に１年以上勤続
　・離職を余儀なくされた勤労者
　　【雇用保険受給資格者（離職理由コード 11、12、21、
　　22、23、31、32、34）または当該雇用保険受給資格
　　者であった人】で離職後１年以内
　・借入申込み時に離職しており、公共職業安定所で求職
　　活動を行っている人（確認書類として、雇用保険受給
　　資格者証などの証明書が必要。）
●資金使途
　大学教育資金、住宅資金償還金、冠婚葬祭・療養資金
　災害資金、一般生活資金
●貸付限度額　70 ～ 150 万円
●償還期間　６～ 10 年以内
●貸付利率　年 1.0％（別に保証料が必要）
●保証人など
　　連帯保証人１人（申込人と別生計の人）と（社）日本労働
　者信用基金協会の債務保証を受けることが必要です。
●申込み先　中国労働金庫（貸付には審査があります。）

■問合せ先
　山口県労働政策課　☎０８３（９３３）３２１０
　県内の中国労働金庫各支店

■問合せ先　
岩国検察審査会事務局（岩国地方裁判所内）
☎０８２７（４１）０１８３

知っておきたい
検 察 審 査 会

「交通事故、詐欺などの被害にあ
い、警察や検察庁に訴えたが、検察
官 が そ の 事 件 を 起 訴 し て く れ な
い！」

このような不満をお持ちの人のた
めに、検察官の下した処分が正しか
ったかどうかを審査する機関として

「検察審査会」があります。検察官
の処分に不満をお持ちの人は、一度
検察審査会にご相談ください。相談
や申立てについての費用は一切無料
で秘密は固く守られています。

また、検察審査会では 11 人の審
査員が審査を行います。審査員は、
選挙権を持っているみなさんの中か
ら毎年「くじ」で選ばれることにな
っています。

みなさんもいつか審査員に選ばれ
ることがあるかもしれません。もし
審査員に選ばれたときは、住民の代
表としてこの仕事へのご協力をお願
いします。　

●訓練実施日
　平成 22 年 8 月 29 日㈰
　午前 8 時 30 分～ 12 時
●訓練会場（主会場）
　平生町佐賀阿多田地区
●主会場での訓練内容
　倒壊木造家屋での負傷者救出救助訓練
　多重衝突事故対応訓練
　大規模火災対応訓練　など



　
梅
雨
明
け
宣
言
が
待
ち
遠
し
い

昨
今
で
す
が
、
今
、
最
も
警
戒
し

て
い
る
の
が
こ
の
時
期
の
“
ゲ
リ

ラ
豪
雨
”
で
す
。
昨
年
の
「
山
口

豪
雨
災
害
」
の
甚
大
な
被
害
は
記

憶
に
新
し
く
、
町
と
し
て
も
災
害

へ
の
備
え
を
再
確
認
し
な
が
ら
、

緊
張
感
を
も
っ
て
こ
の
季
節
に
対

処
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
６
月
は
『
男
女
雇
用
機

会
均
等
月
間
』、月
末
に
か
け
『
男

女
共
同
参
画
週
間
』
と
続
き
ま
し

た
。
仕
事
と
家
事
、
育
児
の
両
立

支
援
に
む
け
た
法
的
な
環
境
も

年
々
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、『
ひ
ろ
げ
よ
う
男ひ

と

と
女ひ

と

』
連
絡
協
議
会
を
中
心
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
展
開
さ
れ
、

現
在
は
、「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
」（
第
２
次
）
の
策
定
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
取
り

組
み
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
昨
年
末
の
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、「
男
は
仕

事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
考
え
方

に
同
感
し
な
い
と
回
答
し
た
人
は

50
・
８
％
で
、
10
年
前
に
比
べ

23
％
の
増
で
し
た
。
意
識
の
変
化

が
確
実
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
こ
う
し
た
価
値
観
や

意
識
の
変
化
に
つ
い
て
で
す
。
ま

ず
は
、
最
近
、「
主
婦
」や「
婦
人
」

の
『
婦
』
の
文
字
が
女
に
帚
（
ほ

う
き
）
で
、
家
庭
に
縛
ら
れ
る
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
た
め
敬
遠
さ
れ
、

次
々
と
『
女
性
』
に
改
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
と
歩
調
を

合
わ
す
よ
う
に
、
あ
の
『
主
婦
の

友
』
が
廃
刊
と
な
っ
た
の
が
２
年

前
で
す
。“
良
妻
賢
母
”
像
を
示

し
時
代
を
リ
ー
ド
し
て
き
て
91

年
。
つ
い
に
、
伝
統
あ
る
雑
誌
も

姿
を
消
し
ま
し
た
。
背
景
に
、
女

性
の
生
き
方
を
『
主
婦
』
で
く
く

れ
な
く
な
っ
て
い
る
現
実
が
あ
る

こ
と
も
事
実
で
す
。

　
さ
ら
に
、
家
庭
に
お
け
る
夫
と

妻
の
立
場
は
劇
的
に
変
化
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
よ
う
な

団
体
が
あ
り
ま
す
。そ
の
名
も『
全

国
亭
主
関
白
協
会
』。
名
前
か
ら

す
れ
ば
、い
か
に
も
夫
の
“
復
権
”

を
目
指
す
会
か
、
と
思
い
き
や
、

こ
れ
が
実
に
真
面
目
な
愛
妻
家
集

団
な
の
で
す
。
11
年
前
、
福
岡
で

発
足
、
今
や
会
員
約
９
千
人
の
立

派
な
全
国
組
織
で
す
。

　
考
え
て
み
れ
ば
、「
関
白
」
は
、

No.102
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町民課の
窓口延長サービス

●毎週金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録証、印鑑証明書

　　　※戸籍について、古い戸籍（除籍・原戸籍）は除く

海難ゼロをめざして
全国海難防止強調運動

（７月 16 日〜 31 日）

■問合せ先　徳山海上保安部
　☎０８３４（３１）０１１２

～重点事項～
○見張り不十分または操船不適切
　による衝突海難の防止
○海中転落した遭難者が無事生還
するために有効なライフジャケ
ットの着用
○出航前点検の励行

サメ防護ネットを
設置します

７月上旬、丸山海浜パー
クにサメ防護ネットを設置
します。

遊泳中は、危険ですから
ブイ（防護ネット）に近づ
かないよう注意しましょう。

■問合せ先　町役場経済課
　☎（５６）７１１７

　野外でのゴミの焼却は法律
で禁止されていますが、農林
水産業を営むためやむを得な
い場合など、例外として認め
られているものがあります。
　しかし、それらも生活環境
に支障がない場合に限られた
ものであり、野焼きを推奨す
るものではありません。風向
きや時間帯に注意し、場合に
よってはご近所に声かけする
などの、最低限のマナーは守
りましょう。

野焼き（野外焼却）
は原則禁止です

も
と
も
と
天
皇
を
補
佐
す
る
№
２

の
位
。
つ
ま
り
一
番
偉
い
の
は
カ

ミ
さ
ん
（
♪
）
と
い
う
こ
と
。

　
こ
の
会
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
非
核

三
原
則
」な
ら
ぬ「
非
勝4

三
原
則
」

で
「
勝
た
な
い
、
勝
て
な
い
、
勝

ち
た
く
な
い
」。
こ
れ
こ
そ
夫
婦

円
満
の
極
意
で
あ
り
、
こ
の
戦
略

こ
そ
が
「
無
条
件
幸
福
4

4

」
な
の
だ

そ
う
で
す･･･

!?
。
イ
ヤ
ハ
ヤ
、

時
代
と
と
も
に
“
関
白
宣
言
”
も

変
る
も
の
。
現
実
は
ど
ん
ど
ん
進

ん
で
い
る
の
で
す
ね
ー
。

“
亭
主
関
白
”
!?



６月 19 日、曽根公民館で食品加工教室として、
夏みかんを使ったマーマレードづくりが行われ
ました。参加者は 16 人で、山口県立田布施農
工高等学校から２人の先生を講師に迎え、作り
方を教わりました。

大量の夏みかんの皮むきは大変そうでしたが、
夏みかんならではの、さわやかな香りのマーマ
レードが完成しました。
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危
険
物
施
設
合
同
防
災
訓
練

６
月
７
日
、
茨
木
塗
料
株
式
会

社
柳
井
工
場
（
曽
根
）
で
、
同
社

自
衛
消
防
隊
44
人
と
柳
井
地
区
広

域
消
防
組
合
21
人
（
車
両
６
台
）

に
よ
り
危
険
物
施
設
合
同
防
災
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
危
険
物
の
保
安

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
、
関
係

機
関
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
柳
井
地
区
広

域
消
防
組
合
管
内
の
危
険
物
施
設

で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

町
内
で
の
実
施
は
５
年
ぶ
り
で
す
。

男
女
共
同
参
画

『
ひ
ろ
げ
よ
う
男ひ

と

と
女ひ

と

』
講
演
会

夏みかんのマーマレードづくり

熱戦！バレーボール大会

6 月６日、町体育館で平生町バレーボール大
会が開催されました。参加チームは全９チーム
で、上級者から初級者までがＡ～Ｃの３クラス
に分かれて、試合を行いました。

各クラスの優勝チームは次のとおりです。
◎ Ａクラス　光輝クラブ
◎ Ｂクラス　Ｋ－ＶＵＩＴＴＯＮ
◎ Ｃクラス　眞工バレー部

６
月
12
日
、
町
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
で
、
平
生
町
『
ひ
ろ
げ
よ
う

男ひ
と

と
女ひ

と

』
連
絡
協
議
会
の
総
会
お

よ
び
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
体
験
を
通
し
た
男
女
共
同
参

画
」
と
題
し
た
講
演
会
で
は
、
余

暇
生
活
開
発
士
で
山
口
家
庭
裁
判

所
訟
廷
事
件
係
長
の
西
川
壮
一
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
ま
し
た
。
ご
自

身
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
交
え
た

楽
し
い
講
演
で
、
会
場
は
終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

「地産・地消」推進の取り組み

ひ
ら
お
十
七
夜
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
す

今
年
も
恒
例
の
ひ
ら
お
十
七
夜

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
、
花
火
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
と
お
り
開
催
予
定
で
す
。

◇
イ
ベ
ン
ト

●
開
催
時
間

　
18
時
～
21
時
30
分

●
開
催
場
所　

平
生
町
中
央
公
民

館
駐
車
場
付
近

●
内
容　
ク
イ
ズ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

お
楽
し
み
抽
選
会
、
フ
ワ
フ
ワ
ド

ー
ム
、
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
な
ど

◇
花
火

●
開
催
時
間

　
20
時
30
分
～
21
時
10
分

●
打
上
数　
１
５
０
０
発

※
打
上
場
所
か
ら
半
径
１
５
０
ｍ

以
内
は
立
入
禁
止
区
域
と
な
り
ま

す
。

◆
そ
の
他

①
当
日
荒
天
の
場
合
は
、
花
火
の

み
８
月
９
日
㈪
に
延
期
し
ま
す
。

②
花
火
打
上
中
は
、
転
落
事
故
防

止
の
た
め
、
南
周
防
大
橋
の
歩
道

に
通
行
規
制
が
か
か
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先　

ひ
ら
お
十
七
夜
ま

つ
り
実
行
委
員
会
（
平
生
町
商
工

会
内
）

　
☎
（
５
６
）
２
２
４
５

開
催
日　

８
月
７
日
㈯

カラオケ同好会発表会

６月 22 日、町武道館でカラオケ同好会の親
睦発表会が開催されました。

宇佐木歌謡教室の銭太鼓を皮切りに、計 72
組の出場者がカラオケや舞踊などの、日ごろの
練習の成果を披露しました。

また、上関町や柳井市の同好会からのゲスト
出演や、山田町長と髙木教育長の飛び入り参加
もあり、会場は大いに盛り上がりました。

「
き
ら
・
ス
ポ
」
で
健
康
増
進

６
月
24
日
、
町
体
育
館
で
シ

ル
バ
ー
レ
ク
ス
ポ
大
会
が
開
催

さ
れ
、
町
内
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

75
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
、12
組
に
分
か
れ
て「
き
ら・

ス
ポ
」
と
呼
ば
れ
る
輪
投
げ
、

フ
ッ
ク
掛
け
な
ど
の
６
種
目
の

競
技
で
得
点
を
競
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
人
で
も
気
軽
に
楽

し
く
で
き
る
の
が
、「
き
ら
・
ス

ポ
」
の
特
徴
。
競
技
中
も
会
場

に
は
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し

た
。

子
育
て
マ
マ
の
健
康
づ
く
り

６
月
24
日
、
中
央
公
民
館
で
平

生
町
母
子
保
健
推
進
協
議
会
主
催

の
す
く
す
く
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
、
子
育
て
マ
マ
19
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

講
師
は
町
保
健
セ
ン
タ
ー
の
隅

田
保
健
師
で
、
簡
単
体
力
チ
ェ
ッ

ク
や
簡
単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
託
児

を
設
け
る
な
ど
の
配
慮
が
さ
れ
て

お
り
、
参
加
者
は
安
心
し
て
楽
し

く
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

６月 25 日、社会福祉法人うちうみ会の寿海
苑とつつじ苑の２つの施設で、「旬の地元産農水
産物の日」の取り組みが始まりました。

この取り組みは、毎月特定の日に地元産の農
水産物を利用した料理の提供および情報の発信
をすることで、地産地消の促進を図るものです。
　この日のメニューは、天ぷらや煮物などで、
多くの平生町産の食材が使用されていました。
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No.589

結
核　
～ 

今
で
も
要
注
意
!! 

～

結
核
は
、
結
核
菌
に
よ
っ
て
主

に
肺
に
炎
症
を
起
こ
す
病
気
で

す
。
咳
な
ど
で
結
核
菌
が
飛
び
散

り
、
周
り
の
人
が
そ
れ
を
直
接
吸

い
込
む
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。

た
だ
し
、
通
常
は
結
核
に
感
染

し
て
も
発
病
し
な
い
こ
と
が
多

く
、
免
疫
力
で
菌
の
増
殖
が
抑
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　暑い季節にピッタリのひんやり冷たいスープです。
　バターで炒めず、つぶすのもマッシャーなので ､
ヘルシーでとても簡単にできます。

《材　料》　４人分

《作り方》

二色ビシソワーズ

①じゃがいもは薄切りにして水にさらし、玉ねぎは
粗いみじん切りにする。

②鍋に①と水１カップ、固形スープの素を入れて火
にかけ、煮立ったら弱火にし、ふたをして10分
くらい煮る。

③トマトは湯むきをして、裏ごしする。
④②をマッシャーで丁寧につぶして冷まし、冷たい

牛乳を注いで塩、こしょうをして、冷やす。
⑤器に注ぎ、③をそっと流し入れて、あさつきを散

らす。

じゃがいも　　　中３個
玉ねぎ　　　　　1/2個
トマト　　　　　　1個
あさつき(小口切り)　少々

固形スープの素　１、1/2個
牛乳　　１、1/2カップ
塩、こしょう　　　少々

50
年
前
ま
で｢

国
民
病｣｢

亡
国
病｣

と
恐
れ
ら
れ
て
い
た
結
核
は
、

薬
を
飲
め
ば
完
治
で
き
る
病
気
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
で
も
日
本
で
は
１
日
に
68
人
の
新
し
い
患
者
が
発
生
し
、

６
人
が
命
を
落
と
し
て
い
る
重
大
な
感
染
症
な
の
で
す
。
世
界
的
に
見
て

も
日
本
は｢

結
核
の
中
ま
ん
延
国｣

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

日　　程 ７月 21 日㈬～ 27 日㈫

会　　場

　町内をバスが巡回します。
　詳しくは受診票発送時に同封
のチラシをご覧いただくか、保
健センターにお問い合わせくだ
さい。

対象年齢 65 歳以上

料　　金 65 ～ 69 歳：100 円
70 歳以上：無料

●
感
染
者
の
高
齢
化

若
い
こ
ろ
に
感
染
し
た
結
核
菌

が
、
体
力
・
抵
抗
力
の
低
下
と
と

も
に
増
殖
し
、
発
病
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

●
発
見
が
遅
れ
る

結
核
は
過
去
の
病
気
と
思
い
込

み
、
症
状
が
現
れ
て
も
気
が
つ
か

ず
受
診
や
診
断
が
遅
れ
る
場
合
が

多
い
よ
う
で
す
。
自
分
が
結
核
と

気
づ
か
ず
に
周
り
の
人
に
う
つ
し

て
し
ま
う
危
険
も
あ
り
ま
す
。

●
赤
ち
ゃ
ん
に
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　

抵
抗
力
の
弱
い
赤
ち
ゃ
ん
は

感
染
す
る
と
重
症
に
な
り
や
す

く
、
命
に
か
か
わ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
生
後
６
カ
月
ま
で
に

接
種
し
ま
し
ょ
う
。

●
長
引
く
咳
は
要
注
意

２
週
間
以
上
続
く
咳
や
た

ん
、
長
引
く
体
の
だ
る
さ
や
微

熱
な
ど
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

早
期
発
見
が
適
切
な
治
療
や
集

団
感
染
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま

す
。

■申込み・問合せ先
　保健センター　☎（５６）７１４１

●
20
歳
代
の
感
染
者
が
増
加

高
齢
者
と
は
逆
に
、
若
い
世
代

の
多
く
は
未
感
染
の
た
め
、
菌
を

吸
い
込
む
と
感
染
し
や
す
く
、
比

較
的
早
い
時
期
に
発
病
す
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
20
歳
代
の
新
登
録
結
核

患
者
の
４
人
に
１
人
は
外
国
籍
結

核
患
者
で
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

年に１回、胸部レントゲンを！
　町では下表のとおり結核検診を実施して
います。受診を希望される人はお申し込み
ください。

【
結
核
の
予
防
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
】

【
結
核
は
ど
ん
な
病
気
？
】

【
最
近
の
結
核
の
傾
向
】
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No.179
「
曽
根
小
学
校
跡
地
を
有
効
に

活
用
し
よ
う
」「
同
窓
の
輪
を
広

げ
、
曽
根
村
の
教
育
文
化
を
創
り

上
げ
て
こ
ら
れ
た
先
輩
諸
氏
の
偉

業
や
心
情
を
永
く
後
世
に
伝
承

し
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全

育
成
及
び
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
し

よ
う
」
と
い
う
志
を
と
も
に
し
た

メ
ン
バ
ー
で
、
平
成
12
年
に
「
曽

根
小
学
校
同
窓
き
ず
な
の
会
」
を

発
足
し
て
、
今
年
10
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

こ
の
間
、
町
当
局
を
は
じ
め
、

曽
根
小
学
校
同
窓
生
、
地
域
の
多

く
の
方
々
の
ご
支
援
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

「
思
い
出
広

場
」
と
名
づ
け

た
小
学
校
跡
地

に
は
有
志
の

方
々
の
協
力
に

よ
り
桜
の
植
樹

を
は
じ
め
、
平

成
13
年
に
は
、平
生
町
観
光
協
会
、

「
花
と
緑
の
会
」
に
よ
る
ヒ
ラ
ド

ツ
ツ
ジ
の
植
樹
、
平
成
14
年
度
に

は
、「
や
ま
ぐ
ち
森
と
緑
の
公
社
」

の
ご
配
慮
に
よ
り
、「
国
立
緑
化

推
進
機
構
」
か
ら
、「
畜
産
・
森

林
資
源
利
活
用
等
促
進
普
及
啓
発

事
業
」
の
助
成
を
受
け
、
ク
ル
メ

ツ
ツ
ジ
、
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、
サ

ツ
キ
な
ど
約
九
百
本
を
植
樹
、
夏

に
ク
ラ
ス
会
の
記
念
植
樹
等
も
行

わ
れ
樹
数
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、も
っ
と
樹
種
を
増
や
し
、

学
習
の
場
に
も
し
よ
う
と
、
カ
イ

ド
ウ
、
ミ
ツ
マ
タ
等
10
種
あ
ま
り

を
植
え
ま
し
た
。

今
春
に
は
、
こ
れ
ら
20
種
余
り

の
樹
に
、
樹
名
、
特
徴
等
を
記
し

た
プ
レ
ー
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。

毎
年
、
４
～
５
回
の
作
業
日
を

設
け
、
毎
回
20
名
を
超
す
方
々
の

協
力
を
得
て
、
広
場
の
草
刈
や
樹

木
の
剪
定
、
施

肥
等
の
管
理
を

行
っ
て
い
ま

す
。
お
か
げ
で

季
節
ご
と
に
花

木
の
花
も
美
し

く
咲
き
、
桜
も

立
派
に
成
長
し

ま
し
た
。
見
事

に
咲
い
た
桜
花

の
下
で
、
今

年
も
自
治
会

や
ク
ラ
ス
会

等
で
花
見
を

さ
れ
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
最

近
で
は
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
で
遊
ぶ
子
ど
も

達
や
親
子
連
れ
の
姿
も
増
え
て
き

ま
し
た
。

広
場
で
は
、
毎
年
、
公
民
館
ま

つ
り
や
、
ど
ん
ど
焼
き
等
、
地
域

の
行
事
も
行
な
わ
れ
、
地
区
住
民

の
交
流
の
場
、
憩
い
の
場
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
曽
根
小
学
校
同
窓
き
ず
な
の

会
」
会
員
は
現
在
三
百
余
名
を
数

え
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
会
員
の

皆
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
ま
す
ま
す
こ
の
輪

を
広
げ
、
き
ず
な
を
強
め
、「
未

来
を
ひ
ら
き
、
人
も
ま
ち
も
、
い

き
い
き
輝
く
ま
ち
」
づ
く
り
に
少

し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
願
っ
て

い
ま
す
。

■
問
合
せ
先　
曽
根
公
民
館

　
☎
（
５
６
）
２
２
１
７

７月 ･･･19日 ( 月・海の日 )、20日 ( 火・振替休日 )、26日㈪、31日 ( 土・月末整理日 )
８月 ･･･ ２日㈪、９日㈪

《一般書》

《児童書》

龍馬の油断
津本　陽　著

白い河
立松　和平　著

お父やんとオジさん
伊集院　静　著

夜行観覧車
湊　かなえ　著

いいからいいから　４
長谷川　義史　作

ねぎぼうずのあさたろう　その８
飯野　和好　作

めいたんていポアロン
三田村　信行　作

いっしょにつくろ！エコこうさくえほん　１
石倉　ヒロユキ　作・絵

13歳からの作文・小論文ノート
小野田　博一　著

水木しげるゲゲゲの大放談
水木　しげる　著

　図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図書館
だより

「  命 の 授 業  」

腰塚勇人著（ダイヤモンド社）

　手術は成功しました。しかし、首
から下は、まったく動きませんでし
た ･･･。「一生寝た
きり」と宣告され、
自殺未遂までした
中学校の教師が、
家族や生徒の応援
と、感謝の心によ
り、復活を遂げる
奇跡の実話。

平生図書館　☎（56）2310
【開館時間】午前９時～午後５時15分

曽
根
小
学
校
同
窓
き
ず
な
の
会

“
発
足
10
周
年
を
迎
え
て
”

曽
根
公
民
館

図書館
だより

※読書感想文・読書感想画の本が入りましたのでご利用ください。
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警察官 ( Ｂ )・警察事務職員 ( 高校卒業程度 ) の募集

（平成22年「交通安全年間スローガン」）

　テレビショッピングでズボンを購入しましたが、サイズが合
わないので返品を申し出たところ、「返品・交換制度はありま
せん」と断られました。返品はできないのですか。

　テレビショッピングは、映像や音声により商品の特徴がインパク
トをもって紹介される反面、返品の可否など消費者にとって重要な
事項や不利益となる点については、瞬間的にしか表示されないこと
があります。そのため、消費者が返品条件などを十分理解していな
いケースが多く見受けられます。
　また、テレビショッピングは通信販売ですので、クーリング・オ
フ制度が適用されず、いったん契約すると、その解除や返品につい
ては事業者の設けたルールによることになります。
　なお、事業者が広告に返品特約の表示をしていない場合に限り、
商品などを受け取った日から８日を経過するまでの間は、購入者の
送料負担で契約の解除が可能となります。

◆◇ワンポイント◇◆

テレビショッピングのトラブルについて

相　

談

ア
ド
バ
イ
ス

【交通安全標語】 手を上げる　可愛い笑顔に　待つ笑顔

　受験案内・申込書は、柳井警察署、交番・駐在所で受け取ることができます。
　詳細は、警察本部警務課【☎０８３( ９３３) ０１１０】にお問い合わせください。

○山口県人事委員会事務局のホームページにも受験申込書の様式などが掲載されています。
　　URL　http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a33000/index/

　平成 22 年度の採用試験が、次のとおり行われます。

区　　　 分 警察官 ( Ｂ )　（高校卒業程度） 警察事務職員 ( 高校卒業程度 )

受 験 資 格

◇昭和 52 年４月２日から平成５
年４月１日までに生まれた人

◇４年生以上の大学卒業者（見込
も含む）以外の人

◇平成元年４月２日から平成５
年４月１日までに生まれた人

◇４年生以上の大学卒業者（見込
も含む）以外の人

申込受付期限 ８月27日㈮
第１次試験日 ９月19日㈰ ９月26日㈰

　テレビショッピングには、クーリング・オフ制度が適用され
ないので、返品は難しいと考えられます。
　申込みにあたっては、返品の可否やその条件などをよく確認
し、事業者の連絡先、商品名や購入金額などを記録して、万一
のトラブルの際にすぐ対応ができるようにしておきましょう。
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柳井健康福祉センター相談日
　〔柳井市古開作／☎（２２）３６３１〕
●Ｂ・Ｃ型肝炎検査《要予約（前日まで）》
　８月11日㈬ 10：00～11：00
●骨髄バンク登録受付（検査）《要予約（前日まで）》
　８月11日㈬ ９：00～10：00
●ＨＩＶ抗体検査・相談《要予約（前日まで）》
　※当日検査結果がわかります（１日５人限定）
　８月11日㈬ 14：00～16：00
●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》
　７月23日㈮ 10：00～15：00
●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》
　８月17日㈫ 13：00～14：00

休 日 や 平 日 夜 間 の 医 療 案 内

■柳井地域休日夜間応急診療所
　　　柳井市中央１丁目５番３号
　　　☎（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診
療は受けられない場合があります。

場所：イズミゆめタウン柳井　２階ベビー服売り場前
日時：７月17日㈯　午前10時～12時
内容：血圧測定、体重 ･ 体脂肪測定、健康相談、
　　　乳児 ･ 育児相談など

山口県看護協会柳井支部「まちの保健室」

受付時間
毎日 午後７時～11時

☎ #8000　または　☎083（921）2755（携帯電話も可）

山口県精神科
救急情報センター

☎ 0836（58）4455（24時間対応）

こころの救急電話相談

内容：精神病、うつ病など、こころの病気による混
乱した言動・ひきこもり・自殺願望など

内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

小児救急電話相談

発生件数 死者
（人）

傷者
（人）人身 物損

管　内
平生町内

（5月）資料：柳井警察署
月間交通事故発生状況

火　災 救急
建物 山林 その他

管　内
平生町内

（5月）資料：柳井地区広域消防組合
月間火災･救急発生状況

まちの人口
５月31日現在の住民
基本台帳記載人口。
（　）内は前月対比。

世帯数
人　口
うち男
　　女

5,524
13,113
6,246
6,867

世帯
人
人
人

(＋ 1 5 )
( ＋１５)
( ＋　6 )
( ＋　9 )

21
4
151
22

0
0
22
4

1
1

0
0

4
1
283
35

☆完納で育てよう明るい平生町☆

今月の納税【７月】 納期限８月２日

固定資産税　　　　　　第２期
国民健康保険税　　　　第１期
介護保険料　　　　　　第１期
後期高齢者医療保険料　第１期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問合せ先　（町税）町役場税務課　☎（56）7114

（介護保険料）健康福祉課　☎（56）7115
（後期高齢者医療保険料）町民課　☎（56）7113

〔ミュージックチャイムの曲名〕　　６：00　われは海の子　　12：00　平生町の歌　　17：00　夕やけこやけ
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試
験
・
募
集

講
座
・
講
習

＜ 以下は広告欄です ＞

　広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

　

平
成
22
年
度
平
生
町
職
員
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。

●
試
験
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　
一
般
行
政　
若
干
名

●
主
な
受
験
資
格

　

高
卒
以
上
（
平
成
23
年
３
月
卒
業

見
込
み
を
含
む
。）
で
、
昭
和
56
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

●
試
験
日
お
よ
び
内
容

　

第
１
次
試
験
：
９
月
19
日
㈰　

教

養
試
験
、
専
門
試
験
、
事
務
適
性
検

査
／
第
２
次
試
験
：
10
月
下
旬
（
予

定
）　
作
文
・
口
述
試
験

●
試
験
場
所　

町
役
場

●
申
込
方
法　

町
役
場
総
務
課
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
80
円
切
手
を
は
り
付
け
返
信

先
を
記
入
し
た
長
形
３
号
の
受
験
票

返
信
用
の
封
筒
を
添
え
、
持
参
ま
た

は
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
も
可
）

※
郵
送
の
場
合
、
封
筒
の
表
に
「
受

験
申
込
書
在
中
」
と
朱
書
き
し
簡
易

書
留
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
書
類

不
備
で
連
絡
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

　

７
月
12
日
㈪
～
８
月
13
日
㈮　

午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
土・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
※
郵
送
は

受
付
期
間
の
消
印
の
あ
る
も
の

■
問
合
せ
先　

町
役
場
総
務
課　

庶

務
人
事
班　
☎
（
５
６
）
７
１
１
１

平
生
町
職
員
募
集

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合

消
防
職
員
採
用
試
験

●
職
種　
消
防
吏
員

●
採
用
予
定
人
員　
４
人
程
度

●
受
験
資
格
（
詳
細
は
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
）　
・
昭
和
62
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
高
等
学
校
卒
業
程
度
以

上
の
学
力
を
有
す
る
人
（
平
成
23
年

３
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）　

・
採
用

後
、柳
井
市
、周
防
大
島
町
、上
関
町
、

平
生
町
に
居
住
で
き
る
人

●
第
１
次
試
験
日　
９
月
19
日
㈰

●
受
付
期
間　

７
月
16
日
㈮
～
８
月

12
日
㈭
※
郵
送
の
場
合
は
受
付
期
間

内
の
消
印
の
あ
る
も
の

■
問
合
せ
先　

柳
井
地
区
広
域
消
防

組
合　
消
防
本
部
総
務
課

　
昼
間
☎
（
２
３
）
７
７
７
２

　
夜
間
・
休
日
☎
（
２
２
）
０
０
４
０

平
生
町
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

●
応
募
テ
ー
マ　
「
平
生
町
の
風
景
」

　

こ
れ
ぞ
と
思
う
平
生
町
の
風
景

を
、
あ
な
た
の
カ
メ
ラ
を
通
し
て
再

発
見
し
て
く
だ
さ
い
。
と
っ
て
お
き

の
１
枚
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格
な
ど

　

プ
ロ
・
ア
マ
問
い
ま
せ
ん
（
１
人

２
点
ま
で
）
／
サ
イ
ズ
：
４
切
も
し

く
は
Ａ
４
（
写
真
の
修
整
不
可
）
／

最
優
秀
賞
３
万
円
、
優
秀
賞
１
万
円

●
応
募
方
法

　
題
名
、撮
影
年
月
日
、氏
名
、職
業
、

住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
た
用
紙

を
作
品
裏
面
に
テ
ー
プ
で
は
り
付
け

て
、
10
月
20
日
㈬
ま
で
に
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

※
応
募
作
品
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
へ
の
活
用

の
た
め
、
ネ
ガ
や
デ
ー
タ
を
お
借
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
作
品
は
平

生
町
総
合
文
化
展
に
展
示
し
ま
す
。

■
応
募
先
お
よ
び
問
合
せ
先　

平
生

町
観
光
協
会
「
平
生
町
観
光
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
」（
〒
７
４
２

－

１
１
０
１

　

平
生
町
大
字
平
生
町
２
１
０

－

１
）　
☎
（
５
６
）
５
０
５
０

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
更
新
講
習

人
事
院
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用

ア
ド
レ
スhttp://w

w
w

.jinji-
shiken.jp/m

oushikom
i.htm

l

◇
海
上
保
安
学
校

●
受
験
資
格　

昭
和
62
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校

を
卒
業
、
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人

●
受
付
期
間　

７
月
20
日
㈫
～
８
月

３
日
㈫
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
は

７
月
27
日
㈫
午
後
５
時
ま
で
）

●
第
１
次
試
験
日　
９
月
26
日
㈰

◇
海
上
保
安
大
学
校

●
受
験
資
格　

平
成
２
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校

を
卒
業
、
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人

●
受
付
期
間　

８
月
26
日
㈭
～
９
月

７
日
㈫
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
は

９
月
１
日
㈬
午
後
５
時
ま
で
）

●
第
１
次
試
験
日　

10
月
30
日
㈯
、

31
日
㈰
（
２
日
間
）

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

徳
山
海
上
保
安
部　
管
理
課

☎
０
８
３
４
（
３
１
）
０
１
１
１

海
上
保
安
学
校
・
海
上
保

安
大
学
校
学
生
募
集

刑
務
官
募
集

●
受
験
資
格

・
刑
務
Ａ　

昭
和
56
年
４
月
２
日
～

平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
子

・
刑
務
Ｂ　
同
右
の
女
子

●
第
１
次
試
験
日　
９
月
19
日
㈰

●
試
験
地　
山
口
市
な
ど
52
カ
所

●
受
付
期
間　

７
月
20
日
㈫
～
８
月

３
日
㈫

●
申
込
方
法　

左
記
問
合
せ
先
に
受

験
申
込
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先　
岩
国
刑
務
所
庶
務
課

　
☎
０
８
２
７
（
４
１
）
０
１
３
６



お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

相
　
　
談

平成22年７月号　広報ひらお17

＜ 以下は広告欄です ＞

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会（
Ｊ
Ｆ
Ａ
）公
認

キ
ッ
ズ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会

　

子
ど
も
た
ち
に
サ
ッ
カ
ー
な
ど
を

通
じ
て
身
体
を
動
か
す
こ
と
や
ス
ポ

ー
ツ
を
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を

教
え
る
こ
と
が
で
き
る
指
導
者
（
キ

ッ
ズ
リ
ー
ダ
ー
）
を
養
成
す
る
講
習

会
で
す
。

●
日
時

　
８
月
21
日
㈯　
午
前
９
時
～
12
時

●
会
場　
広
島
広
域
公
園
第
一
球
技
場

●
対
象　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
子
ど

も
た
ち
に
接
す
る
機
会
の
あ
る
人

●
募
集
人
数　

１
０
０
人
（
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

●
講
師　

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
管

理
強
化
本
部
普
及
部
長 

山
出
久
男
氏 

ほ
か

●
内
容　
講
義
１・５
時
間
、実
技
１・

５
時
間

●
参
加
費　

１
０
５
０
円
（
教
材
費

実
費
）

●
持
参
物　

運
動
が
で
き
る
服
装
、

シ
ュ
ー
ズ
、
筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、

着
替
え　
な
ど

●
そ
の
他　

受
講
修
了
者
に
は
、
Ｊ

Ｆ
Ａ
認
定
証
を
交
付

●
申
込
方
法　

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
、
参
加
者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
８
月
10

日
㈫
ま
で
に
左
記
事
務
局
へ

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

広
島
市
企
画
調
整
部
内
・
広
島

広
域
都
市
圏
形
成
懇
談
会
事
務
局

［
〒
７
３
０-

８
５
８
６
※
住
所
記
入

不
要　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
８
２
（
５
０
４
）

２
０
２
９
］

　
☎
０
８
２
（
５
０
４
）
２
０
１
４

☆
発
売
期
間

　
７
月
７
日
㈬
〜
30
日
㈮

１
等	

２
億
円
×
33
本

２
等	

１
億
円
×
99
本

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

１
０
０
０
万
サ
マ
ー

１
等	

１
０
０
０
万
円

　
　
　
　
×
６
０
０
本

看
護
職
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

看
護
の
仕
事
か
ら
し
ば
ら
く
離
れ

て
い
る
人
や
、
病
院
で
の
看
護
業
務

に
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
を
対
象
と

し
た
体
験
研
修
で
す
。

●
日
時　

７
月
25
日
㈰
、
26
日
㈪　

２
日
間
※
１
日
だ
け
の
参
加
も
可
能

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

●
場
所　
周
東
総
合
病
院

●
対
象　

看
護
師
免
許
を
有
す
る
人

●
募
集
人
数
／
費
用　
10
人
／
無
料

●
申
込
締
切　
７
月
20
日
㈫

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

◇
職
長
教
育

●
日
程
（
場
所
）　
８
月
25
日
㈬
、
26

日
㈭
（
ホ
テ
ル
松
原
屋
）

●
申
込
み
期
限　
８
月
６
日
㈮

※
申
込
み
は
先
着
順
と
な
り
ま
す

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
㈳
山
口
県
労
働
基
準
協
会
下
松
支
部

　
☎
０
８
３
３
（
４
１
）
３
５
１
０

安
全
衛
生
講
習
会

　

事
業
者
が
18
歳
未
満
の
人
を
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
で
雇
用
す
る
場
合
は
、

①
労
働
条
件
通
知
書
の
交
付
義
務

②
１
時
間
６
６
９
円
以
上
の
賃
金
支

払
い
義
務

③
残
業
・
休
日
労
働
の
禁
止

④
深
夜
労
働
（
午
後
10
時
～
午
前
５

時
）
の
禁
止

⑤
危
険
有
害
業
務
へ
の
就
業
禁
止

な
ど
が
労
働
基
準
法
に
よ
り
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先　
下
松
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
８
３
３
（
４
１
）
１
７
８
０

18
歳
未
満
の
雇
用
に
つ
い
て

　

地
位
や
立
場
を
利
用
し
た
嫌
が
ら

せ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
つ
き
ま
と
い

や
、
無
言
電
話
な
ど
で
困
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。

　

法
務
局
職
員
お
よ
び
人
権
擁
護
委

員
が
無
料
で
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
電
話
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
場
所　

山
口
地
方
法
務
局
周
南
支

局
（
人
権
相
談
所
）

●
受
付
時
間　

平
日
の
み　

午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
相
談
・
問
合
せ
先

　
山
口
地
方
法
務
局
周
南
支
局

　
周
南
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
☎
０
８
３
４
（
２
８
）
０
２
４
４

「
セ
ク
ハ
ラ
・
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
な
ど
」
で
お
悩
み
の
人
へ

●
日
時　

８
月
７
日
㈯　

午
前
10
時

～
午
後
３
時
30
分

●
場
所　
光
市
民
ホ
ー
ル

●
対
象　
県
民
（
参
加
無
料
）

●
内
容　

表
彰
式
、
コ
ン
サ
ー
ト
、

講
演
、
福
祉
の
市
、
ふ
れ
あ
い
シ
ア

タ
ー

■
問
合
せ
先
：
山
口
県
環
境
生
活
部

人
権
対
策
室

　
☎
０
８
３
（
９
３
３
）
２
８
１
０

人
権
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
周
東
総
合
病
院（
担
当
：
金
子・森
田
）

　
☎
（
２
２
）
３
４
５
６

　

知
的
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
専

門
的
指
導
、
医
学
的
・
心
理
学
的
な

判
定
な
ど
に
つ
い
て
巡
回
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

●
相
談
内
容　

療
育
手
帳
の
交
付
お

よ
び
障
害
程
度
の
確
認
の
判
定

●
日
時　

９
月
２
日
㈭　

午
前
10
時

～
午
後
３
時

●
場
所　
柳
井
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
申
込
期
限　

８
月
23
日
㈪
※
先
着

順■
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

町
役
場
健
康
福
祉
課　

社
会
福
祉

班　
☎
（
５
６
）
７
１
１
５

山
口
県
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所

が
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す

　
平
成
６・９
・
12
・
17
年
度
に
下
水

道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の
資

格
を
取
得
さ
れ
、
現
在
登
録
さ
れ
て

い
る
責
任
技
術
者
を
対
象
に
更
新
講

習
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
日
時　

９
月
28
日
㈫　

９
時
30
分

～
12
時

●
場
所　

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

●
申
込
期
限　
７
月
29
日
㈭

■
申
込
み
・
問
合
せ
先　

町
役
場
建

設
課　
☎
（
５
６
）
７
１
１
８



平成22年度特別展示「掛け軸展」開催中（〜７月25日） 　町歴史民俗資料館 付属展示室
【開館時間】午前９時〜午後４時 【休館日（〜７月25日）】７月12日㈪、19日 ( 祝 ･ 月 )、20日 ( 振火 )
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(日)

(月)

(土)

(火)

(水)

(月)

(火)

(水)

(木)

(日)

(土)

(金)

(木)

(金)

(日)

(土)

(日)

(日)

(月)

(月)

(金)

(土)

(金)

(木)

(水)

(火)

(木)

(水)

(火)

(土)

(金)

海の日

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

28

29

27

26

25

24

23

22

20

19

18

16

17

21

31

30

※予定表ですので、日時・場所の変更がある場合もあります。

7　　月 8　　月
もの忘れ相談（13：30／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉）

母親学級（10：00／保健センター）

保健センター開放日（9：30）

育児学級（10：00／保健センター）

マロニエ会（９：３０／保健センター）

マロニエ会（９：３０／保健センター）

離乳食学級（9：30／保健センター）

１歳６か月児健診(13：30／保健センター)

結核・肺がん検診（９：００／町内各地巡回）

結核・肺がん検診（９：００／町内各地巡回）

結核・肺がん検診（９：００／町内各地巡回）

結核・肺がん検診（９：００／町内各地巡回）

結核・肺がん検診（９：１０／町内各地巡回）

育児学級（10：00／保健センター）

こころの健康相談・いこいの場（13：30／保健センター）

おはなし会（14：00／平生図書館）
古文書輪読会（９：45／平生図書館）

朗読ボランティアつゆくさの会（10：00／平生図書館）

貝採集会（13：00／平生図書館）

体育館開放日（午前中）

ラジオ体操会（６：２０／佐賀小学校、７：００／曽根公民館）

体育館開放日（午前中）

親と子の料理教室（9：３０／大野公民館）

押し花のしおり作り（9：００／曽根公民館）

竹細工教室（9：００／大野公民館）

盆踊り大会（１９：３０／大野公民館）

盆踊り大会（１９：３０／宇佐木コミュニティセンター）

盆踊り大会
　（１９：００／曽根公民館、尾国コミュニティセンター
　１９：３０／田名公民館、竪ケ浜コミュニティセンター
　２０：００／佐合コミュニティセンター、やぶ地区）

親しみトーク【町長と語る日】（18：00／町役場町長室）

人権行政相談（10：00／中央公民館、13：00／佐賀公民館）

《７月16日〜８月15日》

平生町民憲章
　わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ
ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
　わたくしたち　平生町民は
1　自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1　スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1　思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1　勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1　文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

平
生
中
学
校
１
年　

宮
本
朋
弥

平
生
中
学
校
３
年　

岩
木
夏
月

「
す
こ
や
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」

ポ
ス
タ
ー
・
標
語

標
語
最
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

守
り
ま
し
ょ
う

　
　
街
の
ル
ー
ル
と

　
　
　
　
家
庭
の
ル
ー
ル

※
学
校
名・学
年
は
受
賞
時（
平
成
21
年
度
）の
も
の
で
す
。


